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中
学
生
が
一
日
保
母
さ
ん

等
蚕
育
園
は
ウ
イ
ウ
イ
、
ガ
セ
ガ
や
と

と
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。
今
日
は
、
南
中
学

校
の
お
姉
さ
ん
達
が
保
育
実
習
に
や
っ
て
来

る
日
。
南
中
学
校
で
は
、
家
庭
科
の
授
業
時

間
を
利
用
し
て
三
年
生
の
女
子
を
対
象
に
一

■
葛

日
保
母
を
体
験
さ
せ
て
い
ま
す
。
〝
純
粋
な

幼
児
の
心
に
接
し
、
自
己
を
見
つ
め
な
お
そ

う
〟
と
、
始
め
ら
れ
た
百
保
母
体
験
も
今

年
で
二
回
目
。
園
児
は
、
お
姉
さ
ん
達
と
遊

ぶ
の
で
大
喜
び
、
中
学
生
も
普
通
の
授
業
よ

り
楽
し
い
と
、
こ
の
実
習
は
大
成
功
。
男
子

生
徒
に
も
広
ろ
げ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

へ
徴
場
業
務
の
休
み
）

年
末
・
年
始
の
役
場
業
務
と
公
共
施

設
は
次
の
と
お
り
休
み
ま
す
。
ご
用
の

あ
る
方
は
お
早
め
に
お
す
ま
せ
く
だ
さ

ヽ
．
　
°

、．．Ｖ▽
役
場
一
般
事
務

1
2
月
3
0
日

ｌ
▼、

ｌ
月
3
日

全
日
休
み
で
す
。

▽
机
山
荘
・
身
障
者
セ
ン
タ
ー

1
2
月
2
8
日
か
ら
ュ
月
4
日
ま
で

▽
町
民
会
館

ュ
2
月
2
8
日
か
ら
ｌ
月
3
日
ま
で

☆1月の税金☆

町　県　民　税
（4期分）

国民健康保険税
（4期分）

納期は1月31日まで

（卑しの　人二百）
（60年11月末現在）

人　口　　か，982人（－　4人）
男　　　　14，613人（－ユ6人）
女　　　　15，369人（＋12人）

世帯数　　　9，640世帯（一12世帯）
（11月の異動）

転入103人　　転出139人
出生　41人　死亡　　9人

（）内は前月比
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川はみんなのものです
川のルｌルを守りましよう！

ちょっとした工夫で自然の美しきをとり戻そう

生
活
排
水
が
河
川
を
汚
し
て
い
る

台
所
や
風
呂
な
ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
が
川
や
湖
を
汚
し
て
い
る
－
と
い
っ
て

も
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
、
皿
に
つ
い
た
食
べ
物
の
カ
ス
と
か

洗
濯
の
汚
水
が
直
接
、
川
な
ど
に
流
れ
込
ん
で
い
る
た
め
で
す
。

河
川
な
ど
流
れ
の
あ
る
水
に
は
、
自
浄
効
果
と
い
っ
て
、
多
少
の
水
の
汚
れ
は
き

れ
い
に
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
何
百
世
帯
、
何
千
世
帯
分
の
汚
れ
た
水
が

大
量
に
流
れ
込
ん
だ
の
で
は
、
自
浄
効
果
も
期
待
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
し
た
ち
の
大
切
な
飲
料
水
と
な
る
遠
賀
川
の
水
質
は
、
年
々
感
化
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
各
家
庭
で
生
酒
排
水
を
出
す
と
き
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
し
た
ち
ょ

い
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

風

浴
室
・
洗
濯

呂
の
残
り
湯
は
い
っ
き
に
抜

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

各家庭で
できる

生活緋水対策

古
く
な
っ
た
油
を
そ
の
ま
ま
流

し
に
捨
て
な
い
よ
う
に

油
を
流
し
に
そ
の
ま
ま
捨
て
る
と
、
水
を

汚
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
パ
イ
プ
詰
ま
り
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

油
を
捨
て
る
と
き
は
、
古
新
聞
紙
な
ど
に

吸
い
込
ま
せ
た
り
し
て
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ま

洗
槽
は
小
さ
い
も
の
で
も
約
二
百
リ
ッ
ト

ル
入
り
ま
す
。
そ
れ
を
い
っ
き
に
抜
い
て
し

ま
う
と
、
た
め
マ
ス
に
沈
澱
し
て
い
た
ゴ
ミ

が
わ
き
あ
が
っ
て
流
れ
出
し
て
し
ま
い
ま

す
。水

を
汚
さ
な
い
た
め
に
も
、
風
呂
の
水
は

洗
濯
に
使
っ
た
り
掃
除
、
ま
き
水
な
ど
に

利
用
し
、
一
度
に
流
す
量
を
少
な
く
す
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

台
　
所

ペ
物
の
残
り
カ
ス
や
調
理
く

ず
な
ど
は
、
な
る
べ
く
流
さ

な
い
よ
う
に

水
と
一
緒
に
残
り
カ
ス
な
ど
が
流
れ
な
い

よ
う
、
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
（
流
し
に
つ
い
て
る

こ
し
器
）
は
、
で
き
る
だ
け
目
の
細
か
い
も

の
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
な
ど
は
、
生
ゴ
ミ

と
し
て
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

生
ゴ
ミ
は
土
に
埋
め
る
と
、
植
木
や
花
な
ど

の
肥
料
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

（

濯
に
は
石
け
ん
を
利
用
し
、

使
い
す
ぎ
に
も
注
意
し
よ
う

所
用
洗
剤
の
使
い
す
ぎ
に
注

意
を

台
所
用
の
洗
剤
は
、
普
通
、
水
一
リ
ッ
ト

ル
に
対
し
て
茶
さ
じ
一
杯
（
〇
二
五
％
）
が

榛
準
使
用
量
で
す
。
つ
ま
り
、
ほ
ん
の
ち
ょ

っ
と
の
量
で
十
分
汚
れ
を
落
と
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
原
液
を
別
の
容
器
に
入
れ
て

薄
め
て
使
う
な
ど
の
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い

洗
剤
に
は
、
汚
れ
を
落
と
す
力
を
強
め
る

た
め
に
リ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
リ
ン
は
ア
オ
コ
や
赤
潮
な
ど
の
発
生

の
原
因
に
な
聖
水
を
汚
し
た
り
異
臭
の
も

と
に
な
り
ま
す
。

洗
濯
を
す
る
と
き
は
、
石
け
ん
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
洗
剤
の
量
も
入
れ
す
ぎ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
多
く
入
れ
て
も
洗
浄
力

が
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
え
っ
て
す
す
ぎ
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

い
、
水
の
ム
ダ
使
い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

（

蘭
凰
㈲
㈲
胤
国

冬
じ
た
く
は
、
こ
の
よ
う
に

・
水
道
管
は
、
保
温
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を
巻
い

て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。
保
温
チ
ュ
ー
ブ

は
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
中
に
砂
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
つ
め

る
な
ど
し
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま

っ
た
ら

じ
ゃ
ロ
を
あ
け
、
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ

て
、
じ
ゃ
ロ
の
方
か
ら
ヌ
ル
マ
湯
を
ゆ
っ
く

り
ま
ん
べ
ん
な
く
か
け
な
が
ら
気
な
が
に
と

か
し
て
く
だ
さ
い
。

熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
や
じ
ゃ
ロ
が

破
れ
つ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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水
巻
町
長
選
挙
と
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

投
票
日

現
町
長
の
任
期
が
来
年
二
月
二
十
一
日
で

満
了
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
は
任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
と

欠
員
（
一
名
）
と
な
っ
て
い
る
町
議
会
議
員

の
補
欠
選
挙
を
二
月
十
一
日
に
告
示
し
、
二

月
十
六
日
義
票
日
と
決
定
し
ま
し
た
。

立
候
補
予
定
者
の
説
明
会

／
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ｌ
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．
．
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1
1
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1
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．
．
．
．
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．
．

町
で
は
消
防
洒
動
が
十
分
で
き
る
よ
う

に
消
防
施
設
の
設
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
一
つ
と
し
て
消

防
等
二
分
田
の
格
納
庫
が
完
成
し
ま
し
た

こ
の
格
納
庫
は
、
福
岡
県
石
油
貯
蔵
施

設
立
地
対
策
等
交
付
金
を
受
け
建
築
さ
れ

ま
し
た
。
延
面
積
百
十
九
平
方
メ
ー
ト

ル
、
工
事
費
一
千
六
百
万
円
。

2

　

月

1

6

　

日

町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
立
候
補
予
定
者

に
立
候
補
届
出
の
要
領
な
ど
に
つ
い
て
次
の

と
お
り
説
明
会
を
い
た
し
ま
す
。
（
立
候
補

す
る
本
人
に
限
り
ま
せ
ん
。
代
理
人
で
も
結

構
で
す
。
）

▽
日
時
　
昭
和
六
十
一
年
一
月
二
十
三
日

午
後
二
時
か
ら

▽
場
所
　
役
場
三
障
三
〇
四
会
議
室

－選挙の主な　日　程－

選挙告示　　　　2月11日

立候補届け受付　2月11日

午前8時30分から午後5時まで

不在者投票受付　2月11日から

2月15日まで

投票日　　　　2月16日

ヽ
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．
－
：
′
．
ヽ
．
．
．
．
．
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．
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．
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．

ま
た
、
十
二
月
一
日
に
新
築
落
成
式
が

行
わ
れ
、
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
団
活
動
に
励
む
こ
と
を
新
め
て
誓
っ
て

い
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
日
は
日
本
舞
踊

・
春
日
流
（
春
日
寿
鷹
先
生
）
を
習
っ
て

じ
ゆ
よ
ュ
ノ

お
ら
れ
る
寿
鷹
会
の
十
五
名
の
踊
り
が
花

を
添
え
ま
し
た
。

猪熊小・机小が優秀賞

特　選　　7名
入　選　　91名

小学校児童画展

消防団第3分団

格納庫が完成

完成した第3分団の格納庫。

消防団本部と団員の詰所も完備

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
の
申
請
書
提
出

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昭
和
六
十
一

年
水
巻
町
薦
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
作

成
の
た
め
、
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を
各

地
区
の
生
産
組
合
長
を
通
じ
て
各
世
帯
に
配

布
し
ま
す
。

各
世
帯
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日

現
在
で
申
請
書
を
記
入
し
、
「
一
月
五
日
」

ま
で
に
生
産
組
合
長
に
捏
出
し
て
く
だ
さ
い

〔
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
資
格
〕

の
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る

人㊥
年
齢
は
満
2
0
歳
以
上
の
人
（
昭
和
4
1
年
1

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

④
用
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

人
④
年
間
6
0
日
以
上
、
耕
作
に
従
事
す
る
人

県
内
の
小
学
生
に
よ
る
絵
の
県
展
、
撃
一

十
四
回
福
岡
県
小
学
校
児
童
画
展
が
こ
の
ほ

ど
行
わ
れ
、
十
二
月
十
日
に
審
査
の
結
果
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
猪
熊
小

19チームが熱戦

学
校
と
机
小
学
校
が
学
校
優
秀
賞
に
輝
く
な

ど
、
町
内
の
小
学
生
が
立
派
な
成
績
を
お
さ

め
ま
し
た
。

▽
学
校
優
秀
賞
　
十
五
校
巾
に
、
猪
熊

小
学
校
（
連
続
二
回
目
）
、
机
小
学
校

（
連
続
六
回
目
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

▽
個
人
特
選
　
【
猪
熊
小
】
一
年
＝
竹
上

篤
史
、
牽
村
良
太
　
三
年
＝
竹
口
淳
一

【
机
小
】
二
年
＝
岩
室
陽
子
　
三
年
＝

林
俊
男
　
五
年
＝
白
神
綾
子
　
【
吉
田

小
】
一
年
＝
村
井
義

▽
個
人
入
選
　
猪
熊
小
四
十
三
名
、
机
小

三
十
九
名
、
頃
末
小
四
名
、
吉
田
小
一

名
、
伊
左
座
小
四
名
で
し
た
。

な
お
、
学
校
優
秀
賞
の
表
彰
は
、
来
年
一

月
六
日
に
福
岡
市
の
西
日
本
新
聞
会
館
で
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
児
童
の
作
品
は
、
来
年

一
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
、
博
多
大
丸
デ
パ

ー
ト
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

・
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・
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、
・
、
1
、
′
．
ｈ
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、
′
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．
．
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ヽ
′
1
＼
′
．
、
′
．
°
、
・
′
も
ー
．
Ｌ
Ｔ
、
′
．
．
ｔ
、
．
1

▽
優
　
勝
　
吉
田
団
地
Ａ
（
清
原
・
山
田
・

山
原
・
杉
本
・
山
本
・
関
屋
）
組

＞
準
優
勝
　
下
二
　
▽
三
　
位
　
猪
熊
Ｃ

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

選

手

権

大

会

今
年
最
後
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
十
二

月
五
日
、
頃
末
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
か

れ
、
吉
田
田
地
Ａ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
憎
の
雨
で
試
合
は
遅
れ
て

開
始
。
参
加
十
九
チ
ー
ム
で
、
み
ん
な
寒
さ

に
も
め
げ
ず
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

猪

　

熊

　

Ａ

吉

　

一

Ａ

鯉
　
　
　
日

下
　
　
　
二

吉
田
団
地
Ａ

猪
　
熊
　
Ｃ
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町
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
町
内
保
育

園
の
入
園
希
望
者
の
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

町
内
に
は
六
カ
所
に
保
育
園
が
あ
り
ま
す

が
、
吉
田
ノ
三
に
あ
る
吉
田
保
育
園
で
は
、

生
後
三
カ
月
の
乳
児
か
ら
お
預
り
し
ま
す
。

ま
た
、
町
立
保
育
園
で
は
障
害
児
保
育
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

申
請
の
と
き
に
係
へ
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
方
法

の
入
所
申
請
書
一
通
（
役
場
老
人
児
童

係
で
一
月
十
日
か
ら
お
渡
し
し
ま
す
）

は
給
与
証
明
書
及
び
源
泉
徴
収
票
（
会
社

に
勤
め
て
い
る
人
）

㈹
収
入
申
告
書
（
自
家
営
業
ま
た
は
内
職

を
し
て
い
る
人
）

用
理
由
申
し
立
書
（
保
護
者
が
病
気
ま
た

は
、
家
族
の
方
が
病
気
の
た
め
に
看
護

を
し
て
い
る
場
合
、
医
師
の
診
断
書
を

添
付
す
る
こ
と
）

▽
受
付
期
間

1
月
1
6
日
か
ら
1
月
3
1
日
ま
で

▽
受
付
先

役
場
社
会
謀
老
人
児
童
係

▽
入
所
に
は
次
の
よ
う
な
措
置
基

準
が
あ
り
ま
す
　
－
。

川
両
親
が
、
い
つ
も
共
働
き
を
し
て
い
て

同
居
の
親
族
又
は
、
そ
の
他
の
万
も
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

∽
母
親
が
一
日
中
、
居
住
内
で
児
童
と
離

さ
れ
て
、
い
つ
も
日
常
の
家
事
以
外
の

労
働
を
す
る
た
め
、
そ
の
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合

川
母
親
が
い
な
い
家
庭
ま
た
は
、
家
庭
内

に
病
人
が
い
て
、
そ
の
看
護
の
た
め
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

▽
注
意
事
項

書
類
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と
受

付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。
わ
か
ら
な
い
こ
と

は
、
申
請
用
紙
を
受
け
取
る
と
き
に
係
員

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昭
和
六
十
年
度
中
に
申
込
み
を
さ

れ
て
、
ま
だ
入
園
決
定
通
知
の
来
な
い
方
、

及
び
現
在
通
園
巾
で
引
き
続
き
入
園
を
希
望

さ
れ
る
方
も
、
新
た
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

町の人口

30，062人

（60年回調から）

一
ｔ
　
．
　
－
．
．
ヱ
7
．
Ｆ
．
＿
．
．
一
．
．
．
－
．
，
・
．
．
－
－
．
∫
．
．
．
．
．
．
．
．
一
一
－
．
．
　
一
－
．
．
．
．
．
，
ｔ
・
．
一
．
．
．
一
－
．
－
．
．
．
・
．
一
弓

十
月
一
日
に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
は
、
皆
さ
ま

の
こ
協
力
を
い
た
だ
き
無
事
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

福
岡
県
の
国
勢
調
査
の
集
計
速
報
に
よ
り
ま
す

と
、
水
巻
町
と
県
の
人
口
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
人
ロ
は
後
日
総
務
庁
統
計
局

が
公
表
す
る
確
定
数
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
水
巻
町
の
人
口
　
3
0
、
0
8
2
人

▽
福
岡
県
の
人
口

－

、

7

1

9

、

2

2

5

人

町内保育所の概況

身
体
障
害
者
の
自
立
更
正
意
欲
の
向
上
と

一
般
社
会
の
身
体
障
害
者
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
た
め
、
第
十
三
回
福
岡
県
身
体
障
害

者
作
品
展
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
期
　
日
　
来
年
2
月
1
8
日
～
2
月
2
4
日

▽
会
　
場
　
㈱
寿
塵
エ
レ
デ
博
多
店
八

階
（
博
多
区
上
呉
服
町
十
－
十
）

▽
出
品
申
込
　
水
巻
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

を
通
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
締
切
　
盾
和
6
1
年
1
月
3
1
日
ま
で

※
詳
し
い
こ
と
は
、
福
岡
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
（
蜜
〇
九
ニ
ー
七
至
⊥
一
三
三
九
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

Ｌ

一
級
・
二
級
技
能
士

通
信
講
座

▽
訓
練
科
　
【
一
級
】
機
械
加
工
科
、
仕

上
げ
科
、
板
金
科
、
配
管
科
、
機
械
製

図
科
、
建
築
大
工
科
　
【
ニ
級
】
機
械

加
工
科
、
仕
上
げ
科
、
板
金
科
、
配
管

科
、
製
缶
科
、
建
築
科
、
左
官
科
な
ど

▽
受
蹟
資
格
　
実
務
経
験
が
あ
れ
ば
誰

で
も
受
講
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
一
級

に
つ
い
て
は
一
級
技
能
検
定
受
講
資
格

者
又
は
一
年
後
に
そ
の
資
格
を
得
ら
れ

る
人

▽
受
議
料
一
級
八
千
円
、
ニ
級
六
千
円

（
一
年
間
分
で
教
科
書
代
等
を
含
む
）

▽
訓
練
期
間
　
轢
準
一
ヶ
年
　
（
い
つ
で

も
受
付
け
ま
す
。
）

※
詳
し
い
こ
と
は
、
八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ

ー
・
八
幡
西
区
穴
生
三
丁
目
（
竺
ハ
四
一
1

四
九
〇
六
・
六
九
〇
九
）
ま
で
。

自
衛
官
を
募
集

ｕ屈④心配ごと視田

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

他
人
に
話
せ
ず
一
人
で
く
よ
く
よ
悩
ま
ず
に

お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
1
月
6
日
、
1
月
1
3
日

1
月
2
0
日
、
1
月
2
7
日

。
時
間
は
、
い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
「
日
本
間
」

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

（

▽
二
等
陸
・
海
・
空
士

1
8
歳
以
上
2
5
歳
未
満
の
男
子
（
来
年
三

月
高
校
卒
業
予
定
者
を
含
む
）
。
受
付
は

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
自
衛
隊
生
徒

1
5
歳
以
上
1
7
歳
未
満
の
男
子
（
来
年
三

月
中
学
校
卒
業
予
定
者
を
含
む
）
。
受
付

は
、
盾
和
6
1
年
1
月
5
日
ま
で
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
係
か
自
衛

官
芦
屋
募
集
事
務
所
（
晋
二
二
三
－
〇
九
八

一
）
へ
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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障
害
基
礎
年
金
の
支
給

と
福
祉
手
当
の
廃
止

国
民
年
金
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
障
害
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
た
人
も

障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
た
人
と
同
じ
く
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
人
を
対
象
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い
た
福

祉
手
当
は
、
障
害
基
礎
年
金
に
含
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

障
害
児
福
祉
手
当
と

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当
－
1

障
害
基
礎
年
金
の
支
給
は
、
二
十
歳
に
な

っ
た
と
き
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
た
塑

二
十
歳
未
満
の
重
度
の
障
害
児
に
は
、
従
来

－
．
ｒ
ｌ
三
≡
ご
＼
ｌ
主
≡
－
．
．
～
三
≡
．
．
～
三
ｌ
Ｉ
≡
ｌ
ｌ
三
三
1
7
～
・
三
三
・
・
～

の
福
祉
手
当
と
同
様
の
障
害
児
福
祉
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当
　
－

日
常
生
活
に
常
時
特
別
の
介
護
を
要
す
る

人
の
た
め
に
、
新
た
に
特
別
障
害
者
手
当
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

二
十
歳
以
上
で
あ
っ
て
精
神
ま
た
は
身
体
の

重
度
の
障
害
が
重
複
し
た
り
、
難
病
等
に
よ

り
絶
対
安
静
の
状
態
に
あ
る
な
ど
日
常
生
清

に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

人
（
身
体
障
害
者
療
護
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
人
や
、
三
箇
月
を
越
え
て
病
院
な
ど
に

長
期
入
院
し
て
い
る
人
は
除
か
れ
ま
す
。
）

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
手
当
は
年
金
の
受
給
資
格
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
障
害
基
礎
年
金
と

の
併
給
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
月
額
二
万
円

≡
1
．
．
1
ヽ
．
三
≡
．
，
～
．
三
≡
－
．
～
三
－
1
≡
．
～
1
．
≡
ｌ
1
．
．
1
一
ｌ
・
三
≡
－
．
～
・
三
－
≡
ヽ
ノ
ｔ
ｌ

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

申

請

の

受

付

障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
の

申
請
は
、
昭
和
六
十
一
竺
月
か
ら
遠
賀
福

祉
事
務
所
ま
た
は
役
場
社
会
謀
民
生
係
で
受

付
を
始
め
ま
す
。
な
お
、
障
害
程
度
の
範
囲

申
請
書
様
式
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
釆
年

一
月
以
降
に
遠
賀
福
祉
事
務
所
ま
た
は
役
場

社
会
課
民
生
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

障
睾
黍
礎
年
金
が
受
給
で

き
な
い
人
は
、
福
祉
手
当

が
受
け
ら
れ
ま
す

二
十
歳
以
上
の
人
で
現
在
、
福
祉
手
当
を

受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
昭
和
六
十
一
年
三

月
ま
で
に
福
祉
手
当
の
申
請
が
認
め
ら
れ
た

人
で
、
障
害
基
礎
年
金
及
び
特
別
障
害
者
手

当
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
人
は
、
以
上

に
か
か
わ
ら
ず
従
前
の
福
祉
手
当
が
引
き
続

き
受
給
で
き
ま
す
。

自
治
医
科
大
学

入
学
歳
を
募
集

円
を
当
日
受
付
で
い
た
だ
き
ま
す
。

※
参
加
申
し
込
み
及
び
詳
し
い
こ
と
は
水
巻

町
数
寄
萎
員
会
社
会
教
育
係
ま
で
。

▽
受
験
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

者
、
お
よ
び
来
年
三
月
卒
業
見
込
み
の

者
、
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。

▽
出
願
方
法
　
①
入
学
志
願
者
は
、
出

願
書
類
（
県
庁
医
務
課
に
て
交
付
）
を

と
り
そ
ろ
え
、
出
身
学
校
長
に
届
け
出

る
。
㊥
願
書
は
1
月
8
日
か
ら
1
月
2
1

日
ま
で
県
庁
医
務
課
に
必
着
の
こ
と
。

▽
試
験
期
日
　
第
一
次
来
年
2
月
2
日

※
詳
し
い
こ
と
は
、
福
岡
県
衛
生
部
医
務

課
（
魯
〇
九
二
－
六
三
Ｔ
〇
七
二
五
）
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

交通規制のお知らせ

片側通

行止め

県道中間・水巻繚

（新・旧県道とも）

町道伏原・中牟田線

上記3路線（下図の箇所）は、大平

下水道の鉱割夏旧工事のため「片側通

行」となっております。通行の方には

大変こ‘迷惑をおかけいたしております

が、こ協力をお願い致します。

Ｄ工期11月26日～来年3月25日

福
岡
市
巾
央
区
大
湊
公
園
内
を
コ
ー
ス
に

福
岡
県
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
2
月
1
6
日
（
日
）
　
午
前
9
時

▽
場
所
　
福
岡
市
中
只
区
大
濠
公
園

集
合
場
所
　
舞
鶴
公
園
内

▽
内
容
・
小
学
一
年
生
か
ら
六
年
生
の
各

学
年
こ
と
。
中
学
生
男
子
・
中
学

高
校
女
子
・
高
校
・
青
年
二
眼
男

子
（
4
0
歳
未
満
）
・
壮
年
男
子
（
4
0

歳
以
上
）
　
二
般
女
子
。
オ
ー
プ

ン
参
加
1
以
上
⊥
2
部
門
で
す
。

▽
参
加
費
一
部
門
参
加
に
つ
き
一
人
四
百

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
々
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
、
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
下
　
二
　
　
故
・
岩
月
サ
カ
ヱ
殿

岩
月
正
時
　
殿

▽
書
輿
一
　
故
・
山
本
秀
朋
　
殿

山
本
ミ
エ
殿

▽
下
　
二
　
　
故
・
天
野
宏
佑
　
殿

天
野
紀
代
　
殿

▽
み
ず
ほ
団
地
　
故
・
藤
原
ア
サ
エ
殿

藤
原
友
男
　
殿

無
線
播
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
神
奈
川
県
厚
木
市
飯
山
字
平
山

台
三
三
二
五
番
地
及
び
平
山
三
一
七
九
番

▽
届
出
先
厚
木
市
福
祉
部
同
和
対
策
室

（
魯
〇
四
六
二
－
二
三
⊥
五
二
）

▽
届
出
期
限
　
昭
和
6
1
年
1
月
3
1
日
ま
で
。
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母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
　
1
月
6
日
（
月
）

1
月
2
0
日
（
月
）

午
前
⊥
0
時

第
2
課
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

第
3
課
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
　
初
産
婦

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付
の
と

き
に
説
明
し
ま
す
。

健
康
相
談
を
開
催

▽
日
時
及
び
場
所

☆
1
月
7
日
　
机
山
荘
（
老
人
憩
の
家
）

☆
1
月
1
0
日
　
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

・
時
間
　
い
ず
れ
も
ュ
0
時
～
1
1
時

▽
内
容
検
尿
、
血
圧
測
定
、
個
人
相
談
、

希
望
者
に
は
、
塩
分
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
の
で
、
朝
作
っ
た
．
み
そ
汁
．
を
少

々
持
参
く
だ
さ
い
。

四
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
1
月
1
0
日
（
金
）

ｅ
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

※
四
カ
月
児
（
6
0
年
8
月
9
日
か
ら
6
0
年

9
月
1
2
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
幸
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
届
い

た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
母
子
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
入
っ
た
お
も
ち

ゃ
を
一
つ
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
幸
が
届
い
て
な
い

万
は
、
健
虔
対
軍
係
へ
連
絡
し
、
当
日
お
い

で
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
に
は
、
小
児
ガ
ン
の
検
査
セ
ッ

ト
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

…ⅢⅢ…

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
内
容
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、
母
子
手

帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の
説
明
及
び

個
人
相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
、
1
0
日

以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

㊥
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

⑨
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ
い
。

母
　
親
　
学
　
級

▽
日
時
　
1
月
6
日
（
月
）
　
第
1
課

1
月
1
3
日
（
月
）
　
第
2
課

1
月
2
0
日
（
月
）
　
第
3
課

▽
時
間
　
い
ず
れ
も
ュ
3
時
3
0
分
か
ら

▽
場
所
第
1
課
　
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

成
人
病
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

「
健
康
」
…
：
そ
れ
は
家
族
み
ん
な
の
幸

せ
で
す
。
み
な
さ
ん
ー
自
分
の
健
康
は
自

分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ま
す
か
？
・

町
で
は
、
成
人
病
検
診
を
次
の
要
領
で
行

い
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
万
は
、
電
話

で
も
よ
ろ
し
い
の
で
健
辟
対
策
係
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。
8
0
名
で
締
切
り
ま
す
。

▽
実
施
日
程

・
日
時
　
1
月
3
1
日
（
金
）

受
付
　
午
前
8
時
4
5
分
～
午
前
1
1
時

ｅ
場
所
　
遠
賀
保
健
所

▽
検
診
内
容

二
次
検
診
】
検
尿
、
血
圧
測
定
、
胸
部

（

（．－一一ｌ～．一′一一′ｌ一／1、、ｌ一ＩＪ
窃

レ
ン
ト
ゲ
ン
　
【
精
密
検
診
】
血
液
検
査

（
貧
血
、
血
膳
、
肝
機
能
、
血
液
型
、
縁

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
）
、
心
電

図
検
査
、
肺
ガ
ン
検
査
（
希
望
者
の
み
）

胃
ガ
ン
検
診
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

▽
料
金

二
次
検
診
無
料

・
精
密
検
診
　
五
百
円
（
但
し
、
七
〇
歳

以
上
の
万
、
生
酒
保
護
世
帯
の
方
は

無
料
で
す
。
）

藤本　直子ちゃん
昭和59年12月4日生

（霊代掌）さんの次女

いつもお姉ちゃんに

いじ度）られています。

でも、お姉ちゃんが大

一好き．／　早くアンヨ
が上手になって、チェ

ンジマンごっこしたい
なァ一。

Ｃおかの台団地12條〕

くろだ　ともゆき

黒田　智之くん
日召和59匂三12月15日生

（嘉環子）さんの長男

大きな産声と共にパ

チッと目を見開いた智
之は、今ではお父さん

とお夕ｔでアンヨするの

が大好き。遥しく、こ

れからの自分のｉ鼠を切

り開いて下さい。

Ｃ梅ノ木団地7棟）

くにたけ　みか

囲武　美香ちゃん
日召和59年12月21日生

（雷美雪）さんの長女

お父さんに（以て色の

白い私です。毎日元気

に遊んでいます。カゼ
なんか全然ひかないよ。

早く歩けるようになっ

ておタｔで遊びたいなぁ
．・’‾・°

Ｃおかの台団地25棟）

みうら　きえ

美浦　希江ちゃん
日召和59年12月25日生

（票警）さんの長女

私は、毎日パパとお

風呂に入るのが大好き

時どき男の子と間違わ
れます。ちょっぴりお

てんばで、好奇心おう

盛な女の子で－す。

Ｃ古賀711番地〕
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1月のし尿収集予定日
4日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

6区
6日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田

三（垣添町住）、猪熊2区

7日　頃宋（22、23区）、吉田二6区、吉田三5区、

猪熊10区
8日　吉田二（1、2区）、吉田三（2、5区）、

頃末（22、24区）、猪熊（2、4、5区）、

月2回まわり（環境整備センター）

9日　吉田二（1、2区）、吉田三（1、2、3、

5、6、8、11区）、月2回まわり（太洋

社）、猪熊（2、3、10区）

10日　吉田三（緑風園）、頃末（5、15、25区）、

新生街（山ノロ団地）

11日　頃宋（12、17、18、19、20、21区、松栄荘）

13日　頃末（6、9、10、18、20、21区、みずま

き苑、松栄荘）、下二、伊左座、立屋敷、

美吉野

14日　吉田一（4、5、6、7、8区、吉田工場

団地）、二（1、6区）、下二、頃末（11、

14区）、吉田二（1、8区、川端通り、本
村）、美吉野

16日　吉田二（3、4、5、6、13、14、15、16
区）、二（3、5区）古賀、新生街、美吉野

17日　吉田二（6、7、8区、イワゼ町住）、吉

田一3区（月夜待）、机社宅、立屋敷、古

賀、机
18日　下二町仕、二町住、吉川一3区（商店街）、

苫田三（8、9、10区、車返し）、樋口（

卯月、中井樋口）

20日　吉田団地（37－43、46～52棟）、二町任、
猪熊町住

21日　吉田団地（19－22、27－36、44、45、53－

57、86、94－101枚）、古賀麒住

22日　吉田団地（1－6、8－10、12、16～18、

23～26、60～65、83～85、102～104、109

－113棟）、猪熊、樋口
23日　吉田団地（7、11－15、66－73、75～82、

87～93、105、108棟）、樋口（赤水、川端

通り）

24日　下二（1、2、3区）、苫田団地分譲、月
2回まわり（太洋社、環境整備センター）

25日　二（1、2区、野間町住）、吉田二（9、
10、11、12区）、下二2区、猪熊、頃末

27日　二（1、3、4、6区）
28日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下

二（4、10区、双葉荘）
29日　下二（5、6、7区）

30日　みずほ団地、猪熊
31日　みずほ団地

－お　願　い一

便槽の近くには、犬をつながないで下さい。

犬が噛みつく事故がおこっています0出来る
だけつり銭のないようご準備下さい。

献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
血
液
は
尊
い
命
を
救
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
北
九
州
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
街
頭
献
血
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
万
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
1
月
1
1
日
（
土
）

午
前
1
0
時
～
午
後
－
時

（
正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
昼
食
）

▽
場
所
　
ア
ピ
ロ
ス
水
巻
店

（
南
玄
関
前
）

1月の保健ごよみ

日 曜 事　　 業　　 名 時　　 間 場　　 所

6 月
母子手帳の交付 10：00 役場 101大会議室

母親学級 13：00へ一・15：00 役場 101大会議室

7 火 健康相談 10：00～11：00 机山荘

10 金
健康相談 10：00～11：00 役場 101大会議室

4 ケ月児健康相談 13：00～13：00 役場 101大会議室

13 月 母親学級 13：00～15：00 役場 101大会議室

17 金 療育訓練 13：00～17：00 遠賀保健所
（予約者のみ）

20 月
母子手帳の交付 10：00 役場 101大会議室

母親学級 13：00～15：00 農業団地センター

31 金 成人病・胃ガン検診 8：45～11：00 遠賀保健所

ー

　

　

　

　

　

ｉ

ｉ

Ｔ

ｌ

・

・

・

・

－

－

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
募
集
　
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
こ
希
望
の
方
は
、
ハ

ガ
キ
に
①
お
子
さ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
記
入
の
こ
と
）
⑧
生
年
月
日
⑨
両
親
の
名
前

⑦
住
所
⑪
電
話
番
号
を
書
い
て
、
役
場
給
務
課
庶
務
係
に
お
送
り
下
さ
い
。

えとう　ゆうき

江藤　祐樹くん
昭和59年12月27日生

（宏兄等）さんの長男

アンヨが上手になり

ました。お夕†に出るの

が大好きです。ワンバ
ク坊主でイタズラばか

り、でも男の子、これ

からも元気に育って

ネ！

（猪鮨964の6〕

うたか

宇高さゆりちゃん
昭和59年12月26日生

（雷ゆ誉）さんの次女

私しのあだなは、鼻
／ヾチャ　さり　らんで～

す。お兄ちゃんが2人

とお姉ちゃんが1人い

るの、時ときおっかけ

っこして遊んであげて

います。

（おかの台団地29棟〕



苛
．
1
豪
勅
語

潤
い

炭
坑
節
の
由
来
　
佃

炭
坑
節
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
そ
の
生
み
の
親
と
も
い

わ
れ
て
い
る
田
川
市
の
小
野
芳
香
さ
ん
（
故
人
）
が
、
昭

和
二
十
九
年
発
行
の
「
郷
土
田
川
」
で
次
の
よ
う
に
書
い

て
お
ら
れ
る
。

「
大
峰
と
伊
田
両
坑
の
選
炭
節
の
曲
を
、
当
時
の
軽
い

流
行
歌
風
に
編
曲
し
た
の
が
炭
坑
節
で
あ
る
。
そ
れ
を

明
治
四
十
三
年
二
月
、
勤
め
て
い
た
伊
田
小
学
校
に
併

置
さ
れ
て
い
た
女
子
補
習
学
校
の
生
徒
に
、
う
た
わ
せ

た
の
が
選
炭
場
へ
ひ
を
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
伊
田
の
立

坑
と
、
か
ま
場
（
汽
缶
場
）
の
煙
突
は
明
治
三
十
八
年

に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
地
元
の
人
た
ち
は
東
洋
一
の
大

立
坑
と
高
い
巨
大
な
煙
突
が
で
き
る
の
を
、
胸
を
ふ
く

ら
ま
せ
て
期
待
し
ま
し
た
。
火
入
れ
の
当
日
は
、
高
く

そ
び
え
る
煙
突
か
ら
、
も
く
も
く
と
出
る
煙
を
み
て
　
『

月
夜
に
は
、
お
月
さ
ま
も
け
む
た
か
ろ
う
』
と
、
話
合

っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
」

へ
月
が
出
た
出
た
月
が
出
た

三
井
炭
坑
の
上
に
出
た

あ
ん
ま
り
煙
突
が
高
い
の
で

さ
ぞ
や
お
月
さ
ん
け
む
た
か
ろ

そ
の
後
、
こ
れ
が
大
正
二
年
こ
ろ
か
ら
伊
田
の
宴
席
で

う
た
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
と
き
は

ま
だ
選
炭
節
と
い
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
大
正
十
年
こ
ろ
、

宴
席
で
三
味
線
に
合
わ
せ
た
「
三
弦
選
炭
節
」
が
う
た
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
の
炭
坑
節
の
形
態
が
そ
の
と
き

に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
が
炭
坑
節
と
し
て

う
た
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
六
年
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
は
こ
の
年
、
後
藤
寺
小
学
校
に
勤
め
て
い
た
林
督

さ
ん
（
故
人
）
の
指
導
で
、
後
藤
寺
の
芸
者
山
藤
秀
若
さ

ん
が
レ
コ
ー
ド
に
吹
き
込
ん
だ
の
が
始
ま
り
で
、
翌
七
年

に
は
、
こ
れ
を
ラ
ジ
オ
で
「
炭
坑
節
」
と
し
て
全
国
に
紹

介
し
た
の
が
、
今
の
炭
坑
節
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
当
時
の
炭
坑
節
を
紹
介
す
る
。

へ
香
春
岳
か
ら
見
お
ろ
せ
ば

伊
田
の
立
坑
が
真
正
面

十
二
時
さ
が
り
の
さ
ま
ち
ゃ
ん
が

ケ
ー
ジ
に
も
た
れ
て
思
案
顔

ケ
ー
ジ
と
は
、
捲
揚
機
の
台
枠
の
こ
と
で
あ
る
。

へ
あ
な
た
三
井
の
お
役
人

い
や

わ
た
し
ゃ
購
し
い
選
炭
婦

な
ん
ば
あ
な
た
に
惚
れ
た
と
て

よ
も
や
女
房
に
ゃ
な
さ
る
ま
い

も
ち
ろ
ん
作
詞
者
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、

即
興
で
う
た

っ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
生
き
生
き
と
し
た
感
情

そ
．
は
く

が
素
朴
で
あ
る
が
、
素
直
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

な
お
「
月
が
出
た
出
た
」
の
元
唄
は
、

あ
る
と
い
わ
れ
る
。

次
の
古
い
唄
で

へ
炭
が
出
た
出
た
カ
マ
炭
が

そ
こ
で
選
炭
婦
が
苦
労
す
る

き
お樺

取
り
や
桟
橋
で
は
な
お
ど
り

う
ろ
う
ろ
す
る
の
は
お
役
人

こ
の
な
か
の
「
カ
マ
炭
」
は
良
質
炭
、

は
派
手
に
仕
事
を
す
る
こ
と
、
「
お
役
人
」

井
の
係
員
を
お
役
人
と
い
っ
て
い
た
。

へ
い
や
な
選
炭
し
ち
ゃ
お
れ
ど

来
年
春
の
今
こ
ろ
は

ま
る
ま
け

赤
い
か
の
こ
の
丸
者
ゆ
う
て

「
は
な
お
ど
り
」

は
当
時
の
三

か
あ
ち
ゃ
ん
お
乳
と
い
わ
せ
ま
し
ょ
う

へ
さ
ま
ち
ゃ
ん
帰
し
た
そ
の
あ
と
で

Ｃ
わ

帳
場
に
呼
ば
れ
て
強
意
見

帳
場
の
意
見
で
切
れ
る
よ
な

あ
は
な
惚
れ
よ
は
し
て
お
ら
ん

こ
の
唄
は
、
密
会
を
納
屋
の
帳
場
に
み
つ
か
っ
て
、
意

見
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

へ
格
子
窓
か
ら
月
が
さ
す

さ
ま
ち
ゃ
ん
の
寝
顔
の
愛
ら
し
さ

は
ず
し
た
枕
を
す
け
さ
そ
か

思
案
な
か
ば
で
明
け
の
鍾

こ
れ
に
は
、
女
の
な
か
に
あ
る
余
情
が
に
じ
み
で
て
い

る
。へ

あ
な
た
二
十
一
徴
兵
検
査

や
く

わ
た
し
十
九
の
厄
の
年

わ
た
し
の
十
九
は
い
と
わ
ね
ど

さ
ま
ち
ゃ
ん
の
二
十
一
気
に
か
か
る

げ

い

こ

へ
向
う
通
る
は
あ
り
や
芸
妓

三
枚
重
ね
た
五
ツ
紋

あ
れ
で
も
銭
だ
し
ゃ
こ
ろ
ぶ
の
か

人
は
み
か
け
に
よ
ら
ぬ
も
の

こ
れ
な
ど
は
女
性
の
心
理
を
う
ま
く
と
ら
え
て
い
る
。

へ
わ
た
し
の
さ
ま
ち
ゃ
ん
と
ら
ば
と
れ

腰
の
短
刀
伊
達
じ
ゃ
な
い

人
は
斬
る
た
め
殺
す
た
め

ま
さ
か
違
え
ば
重
ね
斬
り

へ
二
番
方
な
る
選
炭
婦

白
き
木
綿
に
髪
か
く
し

昇
唄
う
た
っ
て
両
側
で

す

み

　

よ

電
燈
の
ひ
か
り
で
硬
炭
を
選
る

つ
ま
り
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